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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月25日(2008.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のメリダマイシンまたはその塩を含む、神経系疾患を治療するための医薬組成物
。
【請求項２】
　メリダマイシンが式（Ｉ）の構造を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
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【化１】

【請求項３】
　メリダマイシンが１またはそれ以上の下記特徴：
　見掛け(apparent)分子式：C45H75O12N
　分子量：陽イオンエレクトロスプレー m/z = 844.8(M+Na)+； 陰イオンエレクトロスプ
レー MS m/z = 821.1(M-H)-； 高分解能フーリエ変換 MS m/z = 822.53637(M+H)+

　紫外吸収スペクトル：λmax nm（アセトニトリル／水）＝210 nm、端吸収；
　旋光度［α］25

D - 1.4（c 1.0, MeOH）；および
　図１の陽子磁気共鳴スペクトル
を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記治療が、神経系疾患に罹患している哺乳動物を同定することをさらに含む、請求項
１から３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記治療が、哺乳動物における神経変性の程度を評価することをさらに含む、請求項１
から３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　化合物を投与する前に評価を行う、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　化合物を投与した後に評価を行う、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　神経系疾患が、てんかん、脳卒中、脳虚血、脳性麻痺、アルパーズ病、パーキンソン病
、アルツハイマー病、ハンチントン病、筋萎縮性側索硬化症、多発性硬化症、レヴィー小
体認知症、レット症候群、神経障害性疼痛、脊髄外傷または外傷性脳損傷である、請求項
１から７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　神経系疾患が、老年認知症、レヴィー小体認知症、軽度認知障害、アルツハイマー病ま
たは認知低下である、請求項１から７のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　化合物を、１またはそれ以上の薬学的に許容される担体、賦形剤または希釈剤と混合す
る、請求項１から９のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　神経系疾患の治療薬の製造における、メリダマイシンまたはその塩の使用。
【請求項１２】
　メリダマイシンが式（Ｉ）の構造を有する、請求項１１に記載の使用。
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【化２】

【請求項１３】
　メリダマイシンが１またはそれ以上の下記特徴：
　見掛け分子式：C45H75O12N
　分子量：陽イオンエレクトロスプレー m/z = 844.8(M+Na)+； 陰イオンエレクトロスプ
レー MS m/z = 821.1(M-H)-； 高分解能フーリエ変換 MS m/z = 822.53637(M+H)+

　紫外吸収スペクトル：λmax nm（アセトニトリル／水）＝210 nm、端吸収
　旋光度［α］25

D - 1.4（c 1.0, MeOH）；および
　図１の陽子磁気共鳴スペクトル
を有する、請求項１１に記載の使用。
【請求項１４】
　神経系疾患が、てんかん、脳卒中、脳虚血、脳性麻痺、アルパーズ病、パーキンソン病
、アルツハイマー病、ハンチントン病、多発性硬化症、筋萎縮性側索硬化症、レヴィー小
体認知症、レット症候群、神経障害性疼痛、脊髄外傷または外傷性脳損傷である、請求項
１１から１３のいずれか一項に記載の使用。
【請求項１５】
　神経系疾患が、老年認知症、レヴィー小体認知症、軽度認知障害、アルツハイマー病ま
たは認知低下である、請求項１１から１３のいずれか一項に記載の使用。

                                                                                


	header
	written-amendment

